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農
業
の
活
性
化
対
策

に
つ
い
て

岩
瀬
駅
南
開
発
の

素
案
は
ど
の
よ
う
に

市
の
防
災
体
制
の

課
題
と
改
善
点
は

東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
今
後
の

市
の
課
題
は

６７

今
後
の
市
の
防
災
体
制
の
課
題
や

改
善
点
は
。

市
長　

今
後
、
連
絡
網
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
最
大
の
課
題
で

す
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
の
コ
ン
セ
ン
ト

を
利
用
し
、
情
報
収
集
の
利
用
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

阪
神
淡
路
大
震
災
直
後
に
開
発
さ

れ
た
﹁
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
﹂

は
、
端
末
に
住
民
の
被
災
情
報
を
打
ち
込

ん
で
検
索
す
れ
ば
、
被
災
関
連
情
報
を
瞬

時
に
検
索
で
き
、
迅
速
に
被
災
者
支
援
が

で
き
る
。
今
回
の
震
災
後
も
多
く
の
自
治

体
が
導
入
し
て
い
る
が
、
桜
川
市
の
導
入

は
。

市
民
生
活
部
長　

今
後
の
大
規
模

な
自
然
災
害
に
備
え
、
シ
ス
テ
ム

構
築
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

関
係
課
と
対
応
を
協
議
し
、
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
後
の
防
災
無
線
の
整
備
計
画

は
。

市
民
生
活
部
長　

事
業
期
間
目
標

を
三
年
間
と
し
、
現
在
の
ア
ナ
ロ

去
る
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十

六
分
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
に
伴
う
福
島
第
一
原
発
事
故
に

よ
る
放
射
能
汚
染
が
、
桜
川
市
の
農
畜
産

物
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
被
害

の
状
況
、
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。
今
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
桜
川
市
も
国
策
に
頼
る
こ
と
な
く
、

独
自
の
農
政
、
足
腰
の
強
い
明
る
い
農
村

を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で

今
後
、
市
の
農
業
を
ど
う
守
り
育
て
て
い

く
の
か
伺
う
。

経
済
部
長　

桜
川
市
に
お
い
て

は
、
ホ
ウ
レ
ン
草
と
原
乳
が
出
荷

制
限
を
受
け
、
農
家
の
方
々
は
、
や
む
に

や
ま
れ
ず
悔
し
い
思
い
で
廃
棄
処
分
を
し

ま
し
た
。
ま
た
風
評
被
害
に
よ
り
、
キ
ュ

ウ
リ
、
ス
イ
カ
等
の
八
品
目
の
価
格
が
下

落
し
て
い
ま
す
。
現
在
東
電
へ
の
請
求
状

況
は
、
延
べ
一
四
七
人
で
賠
償
請
求
金
額

は
七
、
〇
〇
〇
万
九
、
一
〇
六
円
で
す
。

早
期
仮
払
い
に
つ
い
て
も
県
協
議
会
を
通

じ
て
要
望
し
、
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
今
後
の
市
の
農
業
の
展
望
は
、
ま

ず
第
一
に
担
い
手
育
成
を
し
っ
か
り
行
っ

市
民
か
ら
﹁
飲
料
水
の
確
保
、
避

難
場
所
、
停
電
や
断
水
、
防
災
無

線
も
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
﹂
と
の
不
安
を

聞
い
て
い
る
。
当
時
の
対
策
が
ど
う
進
ん

だ
か
検
証
を
し
た
上
で
、
今
後
の
安
全
策

を
き
ち
ん
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
市
民
に

周
知
徹
底
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
い
か
が
か
。
ま
た
、
自
治
体
と
民
間
と

の
防
災
協
定
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長　

十
一
日
か
ら
二

十
二
日
ま
で
で
、
避
難
場
所
に
延

べ
一
、
一
八
〇
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

断
水
の
全
域
復
旧
は
二
十
八
日
ま
で
か
か

り
、
非
常
用
電
源
の
確
保
な
ど
で
混
乱
し

ま
し
た
。
こ
の
大
地
震
に
お
い
て
必
要
な

対
応
を
整
理
し
、
災
害
対
策
の
基
本
と
な

る
地
域
防
災
の
見
直
し
、
検
討
、
充
実
を

図
り
、
防
災
協
定
の
有
効
利
用
も
含
め
、

今
後
防
災
体
制
の
強
化
を
い
た
し
ま
す
。

被
災
し
た
重
伝
建
造
物
の
修
復

市
と
し
て
独
自
の
対
応
が
必
要

だ
。
完
全
復
旧
に
数
年
か
か
る
と

思
う
が
、
被
害
総
額
と
、
総
合
的
な
復
旧

計
画
の
進
め
方
は
。

都
市
計
画
基
礎
調
査
委
託
料
︵
跨

線
歩
道
橋
と
駅
舎
整
備
︶
と
し
て

平
成
二
十
三
年
度
に
八
、
〇
〇
〇
万
円
が

可
決
さ
れ
た
。
一
〇
億
円
を
か
け
て
本
事

業
を
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
先
を

見
越
し
た
駅
南
口
の
整
備
の
素
案
が
示
さ

れ
て
い
な
い
。
駅
南
か
ら
犬
田
バ
イ
パ
ス

へ
青
木
、
大
和
駅
、
五
〇
号
長
方
地
内
へ

の
道
路
ア
ク
セ
ス
く
ら
い
は
提
示
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長
公
室
長　

特
例
債
事
業
で
跨

線
歩
道
橋
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
、

駐
車
場
、
駐
輪
場
、
現
市
道
を
西
側
旧
道

踏
切
ま
で
六
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
、
ま
た
補

助
事
業
で
駅
舎
の
改
良
等
を
考
え
て
お
り

ま
す
。

小
中
学
校
の
適
正
規
模
は

何
ク
ラ
ス
か

こ
の
た
び
の
震
災
の
被
害
は
、
想

像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
る
。
統
廃

合
を
実
施
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
機
会

と
思
わ
れ
る
が
。

教
育
長　

小
学
校
が
各
ク
ラ
ス
二

学
級
以
上
、
中
学
校
が
三
ク
ラ
ス

以
上
が
望
ま
し
い
と
の
基
準
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
の
指
針
を
踏
ま
え
、
今
年
度

中
に
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て
、

基
本
方
針
実
施
計
画
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
道
〇
二
〇
五
号
線
︵
富
谷
〜
富

岡
︶
通
学
路
の
拡
幅
は
い
つ
に

一
昨
年
、
登
校
中
の
生
徒
が
小
型

貨
物
車
と
す
れ
違
い
の
際
に
、
手

に
負
傷
を
負
う
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

早
急
に
改
良
を
さ
れ
た
い
。

建
設
部
長　

大
変
狭
隘
な
道
路

で
、
危
険
度
が
高
い
の
は
承
知
し

て
い
ま
す
。
早
急
に
地
権
者
の
同
意
書
を

添
付
の
上
、
要

望
書
を
提
出
い

た
だ
け
れ
ば
、

そ
れ
を
も
と
に

現
況
測
量
を
実

施
し
、
地
元
説

明
会
を
開
き
、

早
急
に
整
備
で

き
る
よ
う
進
め

て
い
き
ま
す
。

教
育
次
長　

一
〇
六
棟
の
う
ち
七

十
棟
が
被
災
し
、
被
害
総
額
は
七

億
円
程
度
が
見
込
ま
れ
、
負
担
は
、
国
が

四
億
四
、
一
〇
〇
万
円
、
市
が
一
億
八
、

九
〇
〇
万
円
、
所
有
者
が
七
、
〇
〇
〇
万

円
と
な
り
ま
す
。
復
旧
完
了
に
は
三
年
程

度
の
期
間
を
要
し
、
文
化
庁
と
協
議
し
当

面
仮
設
工
事
を
先
行
さ
せ
て
建
物
維
持
に

努
め
、
今
回
一
億
二
、
八
五
七
万
二
、
〇

〇
〇
円
の
補
正
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

市
長　

重
伝
建
の
保
存
、
活
用
を

図
る
視
点
で
復
旧
計
画
を
進
め
、

全
国
先
進
地
の
専
門
技
術
職
員
の
派
遣
や

文
化
庁
の
指
導
を
受
け
て
、
順
次
本
修
理

工
事
に
向
け
て
進
み
た
い
。

谷
貝
小
学
校
体
育
館
耐
震
工
事

に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
後
の
状
況
と
工
事

内
容
の
変
更
・
工
事
日
程
は
。

教
育
次
長　

震
災
後
の
調
査
を
行

い
、
一
部
変
更
を
加
え
て
工
事
を

し
ま
す
。
学
校
行
事
に
お
い
て
、
児
童
、

先
生
方
や
地
域
の
方
々
の
安
全
を
第
一
に

考
え
、
工
期
は
十
月
末
と
し
て
い
ま
す
。

て
い
き
ま
す
。
今
消
費
者
は
、
安
心
安
全

な
顔
の
見
え
る
地
元
の
農
産
物
を
強
く
求

め
て
お
り
、
今
後
も
地
産
地
消
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
本
市

で
生
産
さ
れ
て
る
米
、
そ
の
他
の
野
菜
に

つ
い
て
も
、
桜
川
産
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
ブ

ラ
ン
ド
力
強
化
を
図
り
、
消
費
者
の
方
々

か
ら
信
頼
さ
れ
る
産
地
づ
く
り
や
魅
力
あ

る
農
業
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
桜
川
市
の
人
口
減
少
対
策

・
少
子
化
対
策
・
雇
用
対
策

・
職
員
の
士
気
の
高
揚

・
人
材
育
成

富谷地内から岩瀬西中学校に抜け
る通学道路（市道 0205 号線）

グ
設
備
を
利
用
し
な
が
ら
、
各
庁
舎
の
親

機
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
市
内
の
屋
外
拡
声

器
を
段
階
的
に
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
交
換
し

て
い
く
計
画
で
す
。
議
員
の
皆
様
と
ご
相

談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
市
内
の
放
射
線
測
定

・
避
難
所
の
設
備
改
善

・
被
災
地
の
職
員
派
遣
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加

・
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
推
進


